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新たな国有林野事業がスタート！！
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局幹部と新規採用者
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平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
、
国
有
林
野
事
業

は
、
昭
和
二
十
二
年
の
林
政
統
一
以
来
、
約

六
十
五
年
間
続
い
た
特
別
会
計
に
終
止
符
を
打

ち
、
一
般
会
計
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
一
般
会
計
と
し
て
、
公
益
重
視
の

管
理
経
営
を
一
層
推
進
し
つ
つ
、
森
林
・
林
業

の
再
生
や
地
域
振
興
と
い
っ
た
政
策
実
現
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
昭

和
三
十
年
代
ま
で
は
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長

期
を
背
景
に
、「
国
有
林
木
材
増
産
計
画
」
を

策
定
す
る
な
ど
、
旺
盛
な
木
材
需
要
に
応
え
つ

つ
、
経
営
も
黒
字
基
調
で
推
移
し
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
木
材
輸
入
の
完
全
自
由

化
や
自
然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
た
森
林
施
業

の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
経
営
状
況
は
次
第
に
厳

し
く
な
り
、
昭
和
五
十
三
年
に
は
、「
国
有
林

野
事
業
の
改
善
に
関
す
る
計
画
」
が
策
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
以
後
、
四
次
に
わ
た
る
改
善
計
画

を
実
施
し
、
平
成
十
年
か
ら
は
、
国
有
林
野
事

業
の
抜
本
的
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

こ
の
間
様
々
な
場
面
で
、
国
有
林
の
分
割
民

営
化
や
一
部
独
立
行
政
法
人
化
な
ど
の
議
論
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
、
国

が
、
国
有
林
野
を
一
元
的
・
一
体
的
に
管
理
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
民

の
皆
さ
ん
が
、
国
土
の
脊
梁
地
域
を
中
心
と
し

て
分
布
す
る
国
有
林
野
の
管
理
経
営
は
民
間
に

は
馴
染
ま
ず
、
国
が
直
接
管
理
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
、
期
待
さ
れ
た
結
果
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

日
本
は
、
急
峻
な
地
形
、
脆
弱
な
地
質
、
多

雨
多
雪
な
気
候
等
、
自
然
災
害
が
起
き
や
す
い

自
然
環
境
に
あ
り
、
国
土
の
約
２
割
を
占
め
る

国
有
林
野
は
、
我
が
国
の
生
命
財
産
を
守
る
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
局
管
内
の
国
有
林
野
に
つ
い
て
は
、
中
京

圏
を
は
じ
め
、
様
々
な
都
市
の
水
源
地
域
で
あ

り
、
ま
た
、
貴
重
な
野
生
動
植
物
を
初
め
と
す

る
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
を
有
し
、
山
岳
観
光

の
メ
ッ
カ
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
移

行
に
あ
た
り
、
こ
う
し
た
森
林
の
持
つ
多
面
的

な
公
益
的
機
能
の
更
な
る
発
揮
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
民
有
林
の
支
援
を
通
じ
た
森
林
・
林

業
の
再
生
も
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
ま
す
。

　

山
村
に
と
っ
て
は
日
本
の
林
業
の
再
生
は
地

域
経
済
の
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
と

し
て
の
国
有
林
野
事
業
は
、
こ
の
こ
と
を
十
分

認
識
し
、
民
有
林
と
の
連
携
を
深
め
、
特
に
、

国
有
林
野
が
地
域
の
森
林
面
積
の
多
く
を
占
め

る
区
域
で
は
、
そ
の
地
域
の
森
林
・
林
業
を

リ
ー
ド
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
有
林
の
職
員
は
、
こ
れ
ま
で
扱
っ
て
こ
な

か
っ
た
、
民
有
林
の
補
助
金
等
の
政
策
に
弱
い

と
い
っ
た
面
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
、
森

林
計
画
や
実
際
の
施
業
な
ど
に
お
い
て
は
、
高

い
技
術
を
有
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
私
た
ち

は
、
転
勤
や
出
向
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
市
町

村
や
他
省
庁
の
状
況
を
見
て
き
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
、
技
術
や
経
験
が
、
民
有
林
の
支
援
に

活
か
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
時
代
に
は
、
国
有
林
野
の
企
業
的

経
営
を
行
う
と
の
視
点
か
ら
、
職
員
は
境
界
外

の
民
有
林
に
つ
い
て
関
心
が
薄
い
と
い
っ
た
実

態
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
民
有

林
、
国
有
林
合
わ
せ
て
、
そ
の
地
域
の
森
林
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
を
常
に
頭
に
置
き

国
有
林
の
扱
い
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

国
有
林
の
職
員
は
、
山
官
と
言
わ
れ
、
口
べ

た
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
官
公
庁
に
比
べ
Ｐ

Ｒ
が
あ
ま
り
う
ま
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
会
計

化
を
機
に
、
私
た
ち
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
対

し
、「
こ
れ
か
ら
何
を
し
よ
う
と
考
え
」、「
何

を
実
施
し
」、
そ
し
て
「
結
果
が
ど
う
な
っ
た

か
」
に
つ
い
て
、
常
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
よ
く
聴
く
よ
う
努

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

山
造
り
は
百
年
か
か
る
壮
大
な
仕
事
で
す
。

百
年
か
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
輩
の
仕
事
を

引
き
継
ぎ
、
そ
し
て
自
分
達
の
仕
事
を
後
輩
に

引
き
継
ぐ
と
い
う
事
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
段
階

で
間
違
っ
て
も
良
い
山
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
一

旦
、
山
の
取
り
扱
い
を
間
違
え
る
と
修
正
す
る

の
に
何
十
年
と
い
う
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う

こ
と
か
ら
、
計
画
、
日
々
の
作
業
、
発
注
等
、

常
に
先
輩
の
指
導
を
頭
に
お
い
て
、
後
輩
の
こ

と
を
考
え
つ
つ
仕
事
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

職
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
一
般
会
計
化
後

の
国
有
林
野
の
管
理
経
営
を
し
っ
か
り
や
っ
て

い
く
と
の
決
意
を
も
っ
て
、
新
た
な
国
有
林
野

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
長

国
有
林
野
事
業
の

  
一般
会
計
化
に
あ
た
っ
て
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こ
の
度
、
四
月
一
日
付
で
次
長
（
名
古
屋
事

務
所
長
）
を
拝
命
し
ま
し
た
山
元
で
す
。

  

こ
れ
ま
で
、
関
東
局
、
近
畿
中
国
局
、
北
海

道
局
、
九
州
局
、
林
野
庁
に
勤
務
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
局
等
で
森
林
整
備
や
販
売
、
職
員
厚
生
、

時
に
は
刑
事
事
件
に
関
連
す
る
対
応
な
ど
、
林

野
庁
な
ら
で
は
の
様
々
な
業
務
を
経
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
中
部
森
林
管
理
局
管
内
に

は
、
関
東
圏
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
優

れ
た
自
然
や
歴
史
・
文
化
も
多
く
時
折
訪
れ
て

は
い
ま
し
た
が
、
勤
務
は
初
め
て
で
あ
り
、
早

く
管
内
事
情
を
把
握
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
等

も
生
か
し
な
が
ら
職
員
の
皆
様
や
地
域
の
森

林
・
林
業
・
林
産
業
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努

め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
四
月
か
ら
国
有
林
野
事
業

が
特
別
会
計
か
ら
一
般
会
計
に
移
行
し
、
①
よ

り
一
層
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
、
②
民
有
林
と

の
連
携
に
よ
る
日
本
全
体
の
林
業
・
林
産
業
の

発
展
へ
の
寄
与
、
③
地
域
振
興
や
東
日
本
大
震

災
等
災
害
復
興
へ
の
寄
与
等
々
、
国
有
林
野
事

業
の
管
理
運
営
の
み
な
ら
ず
広
く
地
域
社
会
や

日
本
林
業
全
体
へ
の
関
わ
り
を
重
視
し
た
取
り

組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
森
林
は
、
戦
後
の
復
興
資
材
と
し
て

多
く
が
伐
採
さ
れ
、
そ
の
後
の
林
業
の
経
営
環

境
の
悪
化
か
ら
荒
廃
が
進
み
ま
し
た
が
、
諸
先

輩
の
皆
様
が
営
々
と
続
け
ら
れ
て
き
た
植
林
や

育
林
活
動
に
よ
り
、
い
ま
や
年
間
一
億
立
方

メ
ー
ト
ル
の
生
長
量
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
充
実
し
て
き
た
森
林
資
源
を
い
か
に

利
用
に
結
び
つ
け
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
森
林
資
源
が
充
実
し
て
き

た
今
こ
そ
、
森
林
の
集
約
化
と
と
も
に
林
道
整

備
、
間
伐
・
主
伐
等
に
よ
る
伐
採
・
植
林
を
効

率
的
に
実
施
し
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
な
が

ら
木
材
需
給
率
を
高
め
、
林
業
・
林
産
業
の
発

展
並
び
に
地
球
温
暖
化
防
止
や
国
土
保
全
機
能

等
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
取
り
組
む
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
管
内
の
国
有
林
は
、
主
に

山
岳
地
帯
に
所
在
し
、
木
材
資
源
の
活
用
の
場

で
あ
る
と
と
も
に
中
京
圏
の
貴
重
な
水
源
林
で

あ
り
、
さ
ら
に
観
光
や
貴
重
な
野
生
動
植
物
を

有
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
当
該
地
域
は
、
古
く
か
ら
木
曽
ヒ
ノ
キ

や
東
濃
ヒ
ノ
キ
、
信
州
カ
ラ
マ
ツ
等
々
を
産
す

る
全
国
有
数
の
林
業
地
域
で
あ
る
一
方
、
名
古

屋
を
中
心
と
す
る
木
材
流
通
の
一
大
拠
点
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
地

域
の
民
有
林
・
国
有
林
が
さ
ら
に
連
携
し
、
林

業
・
林
産
業
が
さ
ら
に
発
展
す
る
よ
う
、
ま

た
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
後
世
の
人
々
に
引
き

継
げ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

新
任
幹
部
挨
拶

新
任
幹
部
挨
拶

新次長
（名古屋事務所長）

山元　康則

総務企画部

＊１　地域林政調整官は富山署、中信署、岐阜署にのみ設置。
＊２　南木曽支署には次長を設置しない。
＊３　南木曽支署には森林技術指導官を設置しない。
＊４　森林官には地域統括森林官、首席森林官、森林官がある。

総
務
課

総
務
グ
ル
ー
プ

業
務
グ
ル
ー
プ

治
山
グ
ル
ー
プ

森
林
技
術
指
導
官

地
域
林
政
調
整
官

地
域
技
術
官

森
林
官

企
画
調
整
課

経
理
課

計
画
課

保
全
課

治
山
課

伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所

計画保全部

局　　長

次長（名古屋事務所長）

署　　長

次　　長

森
林
整
備
課

資
源
活
用
課

技
術
普
及
課

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

名
古
屋
事
務
所

愛
知
森
林
管
理
事
務
所

森林整備

森林管理署 中部森林管理局

新 組 織 図
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考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

◆
山
元
次
長
の
略
歴

生
年
月
日　

昭
和
二
十
九
年
十
二
月
十
日

本　
　

籍　

熊
本
県
芦
北
町

略　
　

歴　

国
学
院
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒

（
昭
和
54
・
３
）

昭
和
48
・
４　

�

東
京
局
高
萩
営
林
署
に
採
用

後
、
東
京
局
計
画
課
・
平
塚

署
、
熊
本
局
長
崎
署
、
林
業
講

習
所
、
大
阪
局
鳥
取
署
・
尾
鷲

署
・
三
重
署
尾
鷲
森
林
経
営
セ

ン
タ
ー
、
林
野
庁
指
導
普
及

課
、
山
梨
県
森
林
整
備
課
、
林

野
庁
職
員
・
厚
生
課
を
経
て

平
成
13
・
１　

�

北
海
道
森
林
管
理
局
森
林
整
備

部
企
画
官

　
　
・
４　
　

�

北
海
道
森
林
管
理
局
企
画
調
整

部
業
務
調
整
課
監
査
官

〃
14
・
３　
　

�

北
海
道
森
林
管
理
局
森
林
整
備

部
販
売
第
四
課
長

〃
16
・
４　
　

�

林
野
庁
林
政
課
課
長
補
佐
（
給

与
班
担
当
）

〃
19
・
４　
　

林
野
庁
管
理
課
監
査
官

〃
20
・
４　
　

九
州
森
林
管
理
局
総
務
部
長

〃
23
・
10　
　

林
野
庁
林
政
課
管
理
官

〃
25
・
４　
　

中
部
森
林
管
理
局
次
長

（
名
古
屋
事
務
所
長
）

　
　
　
　

前
次
長
（
名
古
屋
事
務
所
長
）

田
中　

謙
司

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
度
の
異

動
で
北
海
道
森
林
管
理
局
に
異
動
と
な
り
ま
し

た
。

　

中
央
ア
ル
プ
ス
や
上
高
地
等
の
素
晴
ら
し
い

自
然
と
木
曽
ヒ
ノ
キ
、
東
濃
ヒ
ノ
キ
等
の
世
界

に
誇
れ
る
森
林
資
源
を
有
す
る
中
部
森
林
管
理

局
で
三
回
も
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
光
栄
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
職
員
や
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
方
と

も
知
り
合
い
が
多
く
、
公
私
と
も
楽
し
く
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　

当
時
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
最
初
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
か
ら
局
計

画
課
、
福
島
営
林
署
で
三
年
間
勤
務
し
、
こ
の

間
、
長
女
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

二
回
目
は
、
平
成
九
年
八
月
か
ら
南
木
曽
営

林
署
に
二
年
間
で
す
。
こ
の
時
は
、
危
機
的
な

経
営
状
況
に
あ
っ
た
国
有
林
野
事
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
幅
広
く
論
議
さ
れ
、
署
に
つ
い
て

は
、
九
十
八
署
と
い
っ
た
案
が
出
さ
れ
る
な
ど

落
ち
着
か
な
い
日
々
で
し
た
。
赴
任
早
々
の
十

月
に
は
、
南
木
曽
町
で
与
党
の
農
政
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
蘭
の
国
有
林
で
国
会
議
員
の
先
生

方
に
森
林
の
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
こ
と

を
よ
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。
十
年
十
月
に
国
有

林
野
改
革
関
連
二
法
が
成
立
し
、
木
曽
谷
に
は

上
松
森
林
管
理
署
、
南
木
曽
支
署
の
存
置
が
決

ま
り
、
喜
び
と
共
に
地
域
に
開
か
れ
た
国
有
林

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
業
務
に
励
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
か
ら

僅
か
一
年
六
ヶ
月
と
短
い
間
で
し
た
が
、
二
回

目
と
同
様
に
国
有
林
野
事
業
の
経
営
等
に
つ
い

て
幅
広
く
議
論
さ
れ
、
二
十
四
年
三
月
に
は
、

参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
の
先
生
方
が
東
濃
森

林
管
理
署
に
来
ら
れ
、
全
国
的
な
国
有
林
の
取

組
に
つ
い
て

木
経
営
企
画
課
長
（
現
中
部
局

長
）
が
、
中
部
森
林
管
理
局
の
国
民
の
森
林
と

し
て
の
役
割
や
森
林
・
林
業
再
生
へ
の
取
組
に

つ
い
て
私
が
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

法
案
は
、
四
月
に
参
議
院
、
六
月
に
衆
議
院

で
審
議
が
行
わ
れ
、
両
院
と
も
全
会
一
致
の
賛

成
で
成
立
し
ま
し
た
。
国
土
の
二
割
、
森
林
面

積
の
三
割
を
占
め
る
広
大
な
国
有
林
を
我
々
が

引
き
続
き
管
理
で
き
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

森
林
の
育
成
、
木
材
の
安
定
的
・
持
続
的
な
生

産
、
森
林
・
林
業
再
生
へ
の
取
組
な
ど
が
、
大

い
に
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
職
員
の
皆
さ

ん
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
組
織
や
処

遇
の
こ
と
で
大
変
心
配
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
体
制
で
の
国
有
林
野
事
業
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
民
有
林
と
連
携
を
図
り
、
森
林
・

林
業
再
生
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
な
ど
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
大
き
な
役
割
、
使

命
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
残
念
で
す
。

　

北
海
道
森
林
管
理
局
で
「
地
域
に
国
有
林
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
。」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
誠
心
誠
意
努
め
て
参
る
考
え
で
あ
り
ま

す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
中
部
森
林
管
理
局
の
益
々
の
ご
発

展
と
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
お
別
れ
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 ［
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
］

　

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
七
年
に
設
置

さ
れ
て
以
降
、
下
呂
市
周
辺
に
所
在
す
る
国
有

林
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
、
主
に
技
術
開
発
業

務
の
実
行
や
技
術
の
普
及
に
努
め
て
き
た
と
こ森林技術・支援センター職員

民
有
林
へ
の
技
術
支
援
を

　
　
　
　
　
　

充
実
し
ま
す
。
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ろ
で
す
が
、
こ
の
度
、
一
般
会
計
化
に
伴
い
、

民
有
林
の
支
援
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
よ
り

強
化
し
て
い
く
た
め
「
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
組
織
の
名
称
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
有
林
と
の
連
携

及
び
技
術
支
援
と
い
う
国
有
林
に
求
め
ら
れ
て

い
る
役
割
を
踏
ま
え
、
地
域
で
求
め
ら
れ
る
林

業
技
術
の
開
発
・
普
及
や
研
究
機
関
の
行
う
現

地
調
査
と
の
連
携
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
、

林
業
専
用
道
技
術
者
研
修
等
の
人
材
育
成
に
取

り
組
み
、
森
林
・
林
業
再
生
に
よ
り
一
層
貢
献

で
き
る
よ
う
、
創
意
工
夫
し
つ
つ
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 ［
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
］

　

木
曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
十
六
年
に
設
置
さ
れ
、
主
に
木
曽
郡

内
の
国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
自
然
再
生

活
動
や
森
林
環
境
教
育
等
の
活
動
に
努
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
四
月
一
日
の
一
般
会
計
化

に
伴
い
、
森
林
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
を
更

に
推
進
し
て
い
く
た
め
、「
木
曽
森
林
ふ
れ
あ

い
推
進
セ
ン
タ
ー
」
に
組
織
の
名
称
変
更
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
国
連
携
を
念
頭

に
今
ま
で
以
上
に
ふ
れ
あ
い
活
動
等
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
三
月
二
十
二
日
（
金
）、
下
諏
訪

町
役
場
に
お
い
て
、
協
定
期
間
が
満
了
を
迎
え

る
「
御
柱
の
森
」
森
林
整
備
協
定
を
更
新
す
る

た
め
の
協
定
締
結
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
御
柱
の
森
」
は
、
諏
訪
地
域
を
代
表
す
る

お
祭
り
で
あ
る
御
柱
祭
に
使
用
す
る
モ
ミ
を
育

成
す
る
た
め
の
森
林
で
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の

祭
礼
行
事
を
支
援
す
る
た
め
の
「
木
の
文
化
を

支
え
る
森
」
と
し
て
は
、
中
部
森
林
管
理
局
管

内
で
は
最
初
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
地
域
で
は
、
古
く
か
ら
諏
訪
大
社
下
社
の

御
柱
用
材
と
し
て
東
俣
国
有
林
か
ら
モ
ミ
の
巨

木
が
供
給
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
当
初
の
協
定

は
、
前
々
回
の
御
柱
祭
を
目
前
と
し
た
平
成

十
四
年
十
一
月
に
「
御
柱
森
づ
く
り
協
議
会
」

と
の
間
で
調
印
が
な
さ
れ
、
御
柱
の
森
を
育
成

す
る
た
め
に
結
成
さ
れ
た
「
御
柱
の
森
を
育
む

会
」
が
中
心
と
な
り
、
御
柱
用
材
の
候
補
木
を

育
成
す
る
た
め
、
モ
ミ
の
植
樹
、
つ
る
切
り
、

歩
道
修
理
の
外
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
か
ら
守

る
た
め
の
バ
ー
ク
ガ
ー
ド
の
設
置
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
協
定
期
間
の
十
年

が
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、「
御
柱
の
森
」
を
継

承
し
て
い
く
た
め
に
、
更
新
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、
下
諏
訪
町
長
と
諏
訪
大
社
宮
司
の

立
会
の
下
、
協
議
会
の
高
木
会
長
と
田
中
南
信

森
林
管
理
署
長
が
協
定
書
に
書
名
を
行
い
、
そ

の
後
の
あ
い
さ
つ
で
は
高
木
会
長
か
ら
「
御
柱

祭
が
未
来
永
劫
続
い
て
い
く
よ
う
に
森
林
の
整

備
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
三
年
後
に
開
催
さ
れ
る
御
柱
祭
の

最
初
の
行
事
で
あ
る
御
柱
用
材
の
仮
見
立
て
が

今
年
か
ら
始
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
御
柱
祭
へ
の

熱
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
田
中

署
長
か
ら
は
「
地
元
の
伝
統
行
事
で
あ
る
御
柱

祭
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
国
有
林
と

し
て
も
最
大
限
協
力
し
た
い
。」
と
述
べ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

当
日
は
、
地
元
の
マ
ス
コ
ミ
も
多
数
訪
れ
、

地
元
地
域
の
伝
統
文
化
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

資
材
の
育
成
の
た
め
に
、
国
有
林
を
活
用
す
る

「
木
の
文
化
を
支
え
る
森
づ
く
り
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
伝
統
文
化
貢
献
の
森
づ
く
り

「
御
柱
の
森
」
の
継
承
に
向
け
て

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

平成24年度准フォレスター研修の現地実習

木曽森林ふれあい推進センター職員

協定書を手にする代表者（左から二人目が署長）
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当
地
域
一
帯
は
、
シ
カ
の
爆
発
的
な
増
殖
に

よ
り
モ
ミ
の
巨
木
で
す
ら
剥
皮
被
害
を
受
け
て

い
る
状
況
の
中
で
、
御
柱
祭
を
継
続
す
る
に
も

シ
カ
対
策
は
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
南
信
森
林
管
理
署
と
し
て
も
、
下
諏
訪
町

等
と
連
携
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
を
更
に
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
北
信
署
］
平
成
二
十
四
年
度
に
、
下
水
内
郡

栄
村
に
新
築
工
事
を
実
施
し
て
い
た
水
内
森
林

事
務
所
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

当
森
林
事
務
所
は
Ｊ
Ｒ
飯
山
線
森
宮
野
原
駅

通
り
の
村
内
中
心
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
平

成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
東
日
本
大
震
災
の
翌

日
、
栄
村
を
震
源
と
す
る
震
度
六
強
の
長
野
県

北
部
地
震
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
て

使
用
が
出
来
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
建
替
え

と
な
り
ま
し
た
。

　

栄
村
は
、
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、

多
い
時
に
は
積
雪
が
五
メ
ー
ト
ル
と
な
る
こ
と

か
ら
建
物
の
一
階
が
Ｒ
Ｃ
造
り
の
車
庫
及
び
倉

庫
、
二
階
が
木
造
建
て
の
事
務
所
及
び
居
住
部

の
和
室
・
洋
室
に
な
っ
て
お
り
、
延
床
面
積
が

百
六
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。
材
料
に
は
、

ス
ギ
・
カ
ラ
マ
ツ
等
の
地
域
材
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
事
務
所
部
分
に
は
カ
ラ
マ
ツ
を
腰
板
材

及
び
床
材
に
使
用
し
、
来
所
さ
れ
た
方
に
木
の

ぬ
く
も
り
や
暖
か
み
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

栄
村
に
来
た
際
に
は
是
非
お
立
ち
寄
り
い
た

だ
き
、
復
興
に
向
け
て
歩
ん
で
い
る
姿
を
御
覧

く
だ
さ
い
。

［
北
信
森
林
管
理
署
戸
隠
森
林
事
務
所
］

地
域
統
括
森
林
官　

藤
井
四
郎

　

戸
隠
森
林
事
務
所
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月

か
ら
旧
長
野
森
林
事
務
所
管
内
も
管
轄
す
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
区
域
は
、
戸
隠
・
鬼
無
里
・

飯
綱
高
原
か
ら
保
科
山
・
米
子
山
・
高
山
ま
で

の
、
約
一
万
四
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
ま
し

た
。

　

戸
隠
森
林
事
務
所
が
位
置
す
る
戸
隠
高
原

は
、
長
野
市
北
部
の
標
高
千
メ
ー
ト
ル
か
ら

千
五
百
メ
ー
ト
ル
に
広
が
る
、
周
辺
を
「
信
越

五
岳
」
に
も
名
を
連
ね
る
戸
隠
山
、
飯
縄
山
、

黒
姫
山
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
す
。
こ
の
地
域

は
、
日
本
海
側
気
候
、
内
陸
性
の
気
候
、
亜
高

山
帯
気
候
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
気
候
帯
か
ら
成

り
、
多
く
の
植
物
が
見
ら
れ
、
ト
ガ
ク
シ
シ
ョ

ウ
マ
、
ト
ガ
ク
シ
デ
ン
ダ
等
の
固
有
種
も
多
い

地
域
で
す
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
戸
隠
神
社
を
中
心
と
す
る

信
仰
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
古
来
よ
り
多

く
の
参
拝
客
が
訪
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
地
域

は
そ
の
森
林
の
ほ
と
ん
ど
が
国
有
林
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
山
岳
景
観
や
人
文
的
景
観
が
優
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
信
越
高
原
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戸
隠
高
原
は
野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
も
知
ら

れ
、
国
有
林
内
に
位
置
す
る
戸
隠
森
林
植
物
園

に
も
多
く
の
野
鳥
観
察
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
が
訪

れ
ま
す
。

　

現
場
の
仕
事
は
、
こ
の
植
物
園
の
除
雪
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
雪
解
け
が
進
み
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ

ウ
や
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
が
咲
き
始
め
、
野
鳥
の
さ

え
ず
り
が
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
頃
、
植
物
園
の

開
園
作
業
が
完
了
し
ま
す
。

　

開
園
期
間
中
は
木
道
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
草

刈
り
、
植
物
保
護
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
、
き
め
細
か
な
管
理
を
行
い
ま
す
。
季
節
は

あ
っ
と
い
う
間
に
春
か
ら
夏
、
夏
か
ら
秋
へ
移

り
、
そ
し
て
十
一
月
に
は
初
雪
が
降
り
、
冬
を

迎
え
ま
す
。
わ
ず
か
な
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の

間
に
造
林
事
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
行
わ

水
内
森
林
事
務
所
が
完
成

シ
リ
ー
ズ

看板を抱える前水内森林官

トガクシショウマ

植物園の開園に向けての除雪
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れ
ま
す
。
地
域
の
山
岳
関
係
者
で
実
施
す
る
登

山
道
点
検
な
ど
、
登
山
の
機
会
が
多
い
こ
と
も

業
務
の
特
徴
で
す
。
冬
に
な
る
と
、
背
丈
を
超

え
る
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
も
雪
の
下
に
隠
れ
、
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
を
は
い
て
効
率
的
な
現
場
巡
視
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ス
キ
ー
や
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
を
楽
し
む
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
訪

れ
ま
す
。
平
成
二
十
四
年
度
は
十
二
月
か
ら
二

月
に
か
け
て
、
積
雪
約
二
メ
ー
ト
ル
の
条
件
下

で
、
間
伐
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
戸
隠
森
林
事
務
所
で
は
一
年

を
通
じ
て
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
季
節
の
移
り

変
わ
り
を
肌
で
感
じ
、
歴
史
あ
る
戸
隠
神
社
の

伝
統
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
ま
た
地
域
と
密
接

に
関
わ
り
な
が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

戸
隠
高
原
に
は
、
今
年
も
豊
か
な
自
然
を
求

め
て
多
く
の
人
が
訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ

れ
か
ら
は
生
き
物
た
ち
も
活
動
を
始
め
、
に
ぎ

や
か
な
季
節
を
迎
え
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
四
月
、
二
名
（
一
般
職
）
の

職
員
が
採
用
と
な
り
、
管
内
各
署
に
配
属
と
な

り
ま
し
た
。

　

新
規
採
用
者
の
皆
さ
ん
の
抱
負
等
を
紹
介
し

ま
す
。

☆
一
般
職

①
岩
手
県
八
幡
平
市

②
空
手
・
妄
想

③�

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
早
め
に
聞
い
て
仕
事
を

覚
え
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

①
長
野
県
木
曽
町

②
マ
ッ
サ
ー
ジ（
特
技
）

③�

「
自
ら
学
び
に
い
こ
う
」
と
い
う
気
持
ち
を

常
に
持
ち
続
け
、
仕
事
に
励
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
森
と
花
の
祭
典

　
「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」

　

５
月
11
日
～
12
日　

東
京
都
日
比
谷
公
園

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

５
月
11
日
・
17
日

　

愛
知
所
・
木
曽
署
管
内

◎
愛
知
県
植
樹
祭

　

５
月
11
日　

愛
知
県
豊
川
市

◎
岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
り

　

５
月
18
日　

岐
阜
県
山
県
市

◎
長
野
県
植
樹
祭

　

５
月
25
日　

長
野
県
佐
久
市

◎
と
や
ま
森
の
祭
典

　

５
月
24
日　

富
山
県
滑
川
市

厳冬期の間伐事業

散策を楽しむ人々で賑わう戸隠森林植物園

畠
はたけ

山
やま

　優
まさちか

親
（木曽署）

木
き

 村
むら

　有
ゆ う こ

子
（飛騨署）
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木曽森林管理署
（各署の景勝地等を紹介）

風景紀行
「犬山・八曽自然休養林」

75
）

）
風景紀行
「」
9１

歩道と湿原

96

しろ うま だけ

た
。

　

関
所
は
、
木
曽
川
の
東
岸
（
左
岸
）
に
置
か

れ
、
急
峻
な
尾
根
筋
が
東
側
か
ら
迫
り
、
木
曽

川
へ
三
十
メ
ー
ト
ル
も
の
崖
に
な
っ
て
い
て
、

通
過
す
る
場
所
が
狭
く
、
関
所
を
置
く
に
は
絶

好
の
場
所
で
し
た
。

　

初
め
は
軍
事
的
な
意
義
を
持
っ
て
設
け
ら
れ

た
よ
う
で
す
が
、
大
阪
夏
の
陣
が
終
わ
り
天
下

統
一
の
後
は
「
出
女
・
入
鉄
砲
」
と
い
っ
て
、

江
戸
方
面
か
ら
出
て
く
る
女
性
と
、
江
戸
に
入

る
鉄
砲
を
取
り
締
ま
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
と

さ
れ
ま
し
た
。　　

　

古
来
よ
り
木
曽
地
方
の
政
治
経
済
の
中
心
地

で
あ
っ
た
木
曽
町
福
島
で
す
が
、
広
い
平
野
部

が
な
く
、
町
な
か
の
至
る
所
に
急
坂
と
崖
が
あ

り
、
木
曽
川
沿
い
に
は
崖
屋
造
り
と
呼
ば
れ
る

家
々
が
並
ぶ
と
と
も
に
両
側
の
山
の
中
腹
ま
で

家
が
建
ち
並
び
、
木
曽
路
の
宿
場
町
の
中
で
も

独
特
の
景
観
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
春
の
興
禅
寺
の
時
雨
桜
、
夏

の
「
天
下
の
奇
祭
」
水
無
神
社
の
御
輿
ま
く

り
、
木
曽
踊
り
、
木
曽
義
仲
旗
挙
げ
ま
つ
り
、

秋
の
関
所
ま
つ
り
、
冬
の
雪
灯
り
の
散
歩
路
な

ど
満
載
。
食
べ
物
は
、
そ
ば
、
木
曽
の
清
流
で

育
っ
た
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
、
ワ
カ
サ
ギ
、
五
平

餅
、
そ
ば
饅
頭
、
ほ
お
葉
巻
き
（
ほ
お
葉
で
包

ん
だ
お
餅
）、
す
ん
き
（
野
沢
菜
を
乳
酸
菌
醗

酵
さ
せ
た
無
塩
の
漬
物
）
と
お
い
し
い
も
の
が

い
っ
ぱ
い
、
ま
た
、
木
曽
路
の
温
泉
の
約
三
分

の
二
が
木
曽
町
に
集
ま
り
、
天
然
温
泉
の
肌
触

り
で
疲
れ
た
体
も
癒
さ
れ
、
町
な
か
に
あ
る
木

曽
川
親
水
公
園
内
に
あ
る
「
二
本
木
の
湯
」
を

源
泉
と
す
る
無
料
の
「
き
そ
ふ
く
し
ま
温
泉
足

湯
」
や
健
康
歩
道
で
足
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
、
町
内
の
歴
史
探
訪
を
堪
能
し
、
日
頃
の
疲

れ
を
癒
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ア
ク
セ
ス
方
法

［
公
共
交
通
機
関
］

　
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
木
曽
福
島
駅
下
車

［
自
家
用
車
］

　

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
～
国
道
十
九
号

線
経
由
約
一
時
間
十
五
分
、
長
野
自
動
車
道
塩

尻
Ｉ
Ｃ
～
国
道
十
九
号
線
経
由
約
五
十
分

　
「
木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る
。」
島
崎

藤
村
の
著
書
「
夜
明
け
前
」
の
冒
頭
の
一
節
で

す
。

　

木
曽
郡
木
曽
町
福
島
は
、
そ
ん
な
山
の
中
に

あ
る
木
曽
路
の
中
心
地
で
す
。

　

木
曽
町
福
島
に
は
現
在
も
福
島
関
所
跡
が

残
っ
て
い
ま
す
。　

　

関
所
は
、
関
が
原
の
合
戦
後
に
作
ら
れ
る
と

と
も
に
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
木
曽
代
官
に
登
用

さ
れ
た
山
村
氏
が
直
接
管
理
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
は
東
海
道
の
箱
根
・
荒
居
、
中
仙
道
の

碓
氷
の
関
所
と
と
も
に
最
も
重
要
な
関
所
で
し

木曽福島温泉足湯 雪灯りの散歩道

福島関所跡

山村氏の代官屋敷

木曽川沿いの崖屋造り


